
 

 

 
研究内容研究内容研究内容研究内容のののの概要概要概要概要    ：：：：    養殖養殖養殖養殖されるされるされるされる魚介類魚介類魚介類魚介類からのからのからのからの排泄排泄排泄排泄によるによるによるによる硝酸硝酸硝酸硝酸をををを窒素窒素窒素窒素ガスガスガスガスにににに

変化変化変化変化するするするする脱窒細菌脱窒細菌脱窒細菌脱窒細菌にににに供給供給供給供給するするするする有機炭素源有機炭素源有機炭素源有機炭素源をををを供給供給供給供給できるできるできるできる
脱窒素装置脱窒素装置脱窒素装置脱窒素装置をををを開発開発開発開発しましたしましたしましたしました。。。。 

    

    

    

    

    

キチンキチンキチンキチン、、、、セルロースセルロースセルロースセルロース多糖類多糖類多糖類多糖類をををを使用使用使用使用    

    

    

    

    

    

キチンキチンキチンキチン粉末粉末粉末粉末（（（（カニカニカニカニ、、、、エビエビエビエビのののの殻殻殻殻））））をををを不織布不織布不織布不織布のののの袋体袋体袋体袋体にににに    

収納収納収納収納したしたしたした有機炭素源有機炭素源有機炭素源有機炭素源のののの層層層層またはまたはまたはまたはセルロースセルロースセルロースセルロース（（（（ろろろろ紙紙紙紙、、、、    

和紙和紙和紙和紙、、、、脱脂綿脱脂綿脱脂綿脱脂綿））））のののの有機炭素源有機炭素源有機炭素源有機炭素源のののの層層層層    

    

 

 

 

 

 

 

 

キーワード 脱窒細菌、有機炭素、水、養殖 
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• 有機炭素源の供給作業の手間を省く 

• 有機炭素源の交換が容易 
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• 養殖魚介類の飼育用水を循環して使用できる。 

脱窒細菌脱窒細菌脱窒細菌脱窒細菌にににに、、、、長期間長期間長期間長期間にわたりにわたりにわたりにわたり有機炭素有機炭素有機炭素有機炭素をををを供給供給供給供給しししし続続続続けるけるけるける脱窒装置脱窒装置脱窒装置脱窒装置のののの開発開発開発開発    
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有機炭素有機炭素有機炭素有機炭素をををを長期間供給長期間供給長期間供給長期間供給    

脱窒装置 

水供給
脱窒後
の水 

脱窒細菌の担体層 

有機炭素供給源の層 

供給作業供給作業供給作業供給作業のののの手間手間手間手間をををを省省省省くくくく    
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